

























学 位 記 番 号 論 農 博 第 371号
学位授与の日付 昭 和 47 年 3 月 23 日
学位授与の要件 学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当
学 位 論 文 題 目 水田土壌の凝集性
(主 査)
論 文 調 査 委員 教 授 川 口桂三郎 教 授 富士岡義一 教 授 千 田 頁
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は湛水 ･還元下にある水田の土壌粒子の結合状態を明らかにし, この結合状態の如何と水田土壌
の構造 との関係を明らかにしようと試みたものである｡ 研究結果のうち主要なものはつぎの とお りであ
る｡




鏡によって観察し, 凝集の機構を検討した結果, i)フロヅクは網状構造を示 す こと, i) この構造は土
壌中の非晶質成分がゆるい網状あるいは糸状構造をとりながら凝集剤として機能していること, を見出し
た｡
4.室内実験により, 原土 と風乾土 とを湛水すると, 前者では凝集状態になるが後者ではかなり良好な
分散状態が維持される｡ その理由は風乾土を湛水した場合に多量に生成する易溶性有機物による保護 コロ
イ ド作用にあることを実験的にほぼ確実に証明した｡
5.慣行的に使用されているいわゆる〃団粒 H の本質を求め, 少なくとも無機質水田土壌においては慣









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
水田における湛水 ･還元化に伴う土壌構造の変化と落水による回復は, 土壌の透水性や化学成分の有効
化などに直接深い関連をもち, 応用土壌学における重要な研究課題の一つである｡
本論文の著者は, 圃場における調査, 観察の結果を室内実験によって再現し, その機構の解明に務め,
また逆に室内実験によってえた新事実を圃場の土壌について確認しつつ多年にわたる研究を行ない, 多く
の新知見を収めた｡ そのうちの主なものはつぎのとおりである｡









あることを証明した｡ この易溶性有機物の分解 ･減少によって土壌の分散性は低下し, 凝集性は増加す
る｡
4.慣行法によって測定される土壌の団粒の本質を解明した｡
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